
２０２２年 中央図書館など移転整備            １億７７２９万円 

大型事業がめじろ押し 

・２０２４年の開業を目指すサッカースタジアム

の建設（７７億円） 

・広島電鉄の路面電車を駅ビルの２階部分に乗り

入れる駅前大橋線とペデストリアンデッキを整備

する広島駅南口の整備（５７億７４９０万円） 

・広島高速５号線の二葉山トンネルの建設（２０

億円） 

・広島高速２号線との連結路（５８億円）と関連

道路（６億円）など高速道路事業 

を推進します。 

 

 

子育てに冷たい 

 就学援助基準の改悪が実施されます。４年間の

激変緩和策を講じますが、１，０６０人の児童を

排除し、８０００万円を削減していく見込みで

す。放課後児童クラブは、来年度の有料化のため

のシステム改修を行います。有料化に向けて

「サービス向上対策」と銘打ち、古いエアコンの

更新などの予算も盛り込まれました。 

 有料化による増収見込みは３億円ですが、サー

ビス向上策には、その半分しか使われません。大

規模クラブの指導員を増やし、サービス向上を図

るといいますが、指導員不足を解消しない限り

サービス向上は絵にかいたモチになります。 

来年度予算に、中央図書館とこども図書館、映像

文化ライブラリーを統合集約してエールエールＡ館

に移転するための設計予算等が組まれています。 

 広島市が原爆の惨禍から復興し発展していく歴史

とともにあった中央図書館やこども図書館を、どう

発展させていくのかという広島市にとってたいへん

重要な問題ですが、これが議会に報告されたのは昨

年１１月です。 

 短期間だった市民への意見募集も締め切ったばか

りです。 

 市民がエールエールＡ館への移転を知ってからま

だ３か月しかたっていない、まだ市民的な議論がこ

れから行われようとしている中で、まるで、議論に

フタをするかのように、また、移転は決まったかの

ように予算をつけるやり方は、問答無用だというこ

とでしょうか。 
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ファミリープール 
廃止または縮小 

こども文化科学館 
現地改修 

こども図書館 
エールエールA館へ移転 

青少年センター 
こども図書館あとへ縮小移転 

市民のくらし・子育て負担を増やして 

大型事業めじろ押し! 

新型コロナ対策に   １１３億円 
９８億７２９０万円 

７９億円 

１１億円 

４億５０００万円 

５８００万円 

２１年度２月補正予算 
●ワクチン・ＰＣＲ検査・入院医療費助成など 

●販路拡大チャレンジ実行委員会への支援 

●交通事業者への支援 

●文化芸術活動への支援 

２０２２年度予算 
●中小企業特別融資預託貸付 

●スクールサポートスタッフ 

１４億６７９１万円 
１２億１００万円 

２億４６４３万円 

中央図書館・映像文化ライブラリー 
エールエールA館へ移転 

広島駅南口・エールエールA館８～１０階 

移転ありきの予算計上 中央図書館 

◆移転の場合 
フロア買取  ６０億円 

改修補強費  ３５億円 

引越し費用   １億円 

計９６億円 

◆現地建て替えの場合 
建設費    ９０億円

仮設図書館  ３２億円 

 

計１２２億円 

移転した方がお金はかかりませんが、 

図書館の環境としてふさわしいのでしょうか 

 ２０２２年度の一般会計当初予算案は、総額６５８８億８１４１万円。前年度当初に比べると３・６％

減りましたが、過去３番目の大規模な予算となりました。 

 市税収入は企業の業績回復で法人市民税も伸びる見通しを立てて前年度比５％増の２４１２億円を見込

みます。市債発行は、財政運営方針を上回り、新年度末残高は１兆１９８６億円となり、過去最高を更新

する見通しです。 

https://www.asahi.com/topics/word/%E5%BA%83%E5%B3%B6%E9%9B%BB%E9%89%84.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E4%B8%80%E8%88%AC%E4%BC%9A%E8%A8%88.html


１億２３５１万円 

急傾斜地崩壊防止対策・住宅の擁壁防災工事に補助金 

（被害想定家屋１戸以上・高さ２メートル以上・勾配３０度以上）  

①人工がけの耐震工事 戸建て住宅２３％・集合住宅１／３ 限度額 戸建２３０万円・集合３３３万円 

②のり面保護工事・被災崖の復旧工事 （人工がけ・自然がけ）１／２  限度額１００万円 

 厚労省が新たに示した認定指針案は、１１疾病にかかっていることを要件にしています。国も高裁判決を受け入れ

たにもかかわらず、「内部被ばくは認められない」とする総理大臣談話をよりどころに、その判決に従わないもので

す。引き続き黒い雨被爆者と他の被爆者の間に差別を持ち込む認定指針案に広島市と広島県は屈服するべきではあり

ません。 

●特別養護老人ホーム整備（増築９１人分・改築含む）                ４億６６５８万円 

  （第８期高齢者プラン２０２１～２３年 定員１８０人増計画） 

いずれは小学校も大規模民間センターに 
 これまで、市議団は、中学校のデリバリー給食から

自校方式への転換を求めてきました。教育委員会が提

供体制を見直しで、今後５年間で全員喫食の温かい給

食に転換することは評価しています。 

 しかし、中学校での給食の提供方式について、セン

ター方式か自校調理方式かの十分な議論はありません

でした。センター方式は、食中毒が起きた場合被害が

大きく、配送中の渋滞で提供が遅れるなどの不安があ

ります。また、国費による栄養士は配置されません。 

 さらに、今後、小学校などの自校調理方式を廃止し

て、すべての小中学校の給食を、新たに整備するもの

も含め民設民営の５か所の大規模給食センターに集約

化する方針です。 

新年度の主な事業と予算 

防 災 ・ 災 害 対 策 

被爆者・平和事業 

子 ど も ・ 教 育 

●第１０回平和市長会議総会 広島 

●ＮＰＴ再検討会議・平和首長会議ヨーロッパ支部会議への出席 

（米国・ニューヨーク市）（スペイン・グラノラーズ市）  

●原爆平和展（ポーランド・ドイツ）（苫小牧市・札幌市・旭川市） 

 岸田政権の目玉施策として、保育・介護職員の賃金引き上げ９０００円が予算化されました。しかし、全額国費が

充てられるのは９月まで、１０月分からは国の負担は１／３に下がります。また、２０２３年度以降はどうなるのか

わからないのが問題です。そもそも、全労働者の平均賃金と比較すると月額で５～６万円低く、９０００円では桁が

違うといわれます。また、広島市の公立保育所や放課後クラブでは、９０００円ではなく、５０００円程度になる可

能性が高いです。 
 

放課後児童クラブ指導員（対象公立・民間指導員・非正規含む）       ２６７５万円 

保育士の処遇改善（対象民間保育園・公立非正規保育士）        ６億９９０５万円 

まちづくり 

気候変動・環境対策 

高 齢 者 

●国民健康保険料の引き下げ（４０歳以上 年額平均１６７９円程度） 

 ２０２０年度コロナの影響を受けて受診控えが起きました。そのため療養費が見込みを下回り約１１億円の剰余金

がでました。この剰余金を使って保険料を引き下げました。ただし、２０２０年より保険料引き下げのための一般財

源の繰入はゼロです。 

国保子育て世帯（未就学児）均等割５割減額します 

 子どもの数が多いほど国保料が引き上がる『均等割』部分の軽減を求めてきました。ようやく、国が未就学

児に限って均等割りの５割を公費で軽減します。 

重度精神障害者介護保険利用負担助成 

犯罪被害者家事・介護サービス利用費助成 

造血細胞移植後等の予防接種再接種費用助成 

く ら し・福祉 

道路に近接している危険空き家の除却費用補助   １／３ 限度額５０万円 

空き家再生・活性化事業（リフォーム支援１／２ 限度額１００万円など） 

＊対象地域 南区似島・安佐南区戸山・安佐北区小河内・佐伯区湯来 

２億 ４８２万円 
 
 

６億８９６３万円 

３億３７１１万円 

 

 
 

１２億６１３２万円 
 

１６万円 

●市立小中学校トイレ洋式化（２５校）                   

 ※２０２５年度末までに９５％めざす（２０２６年から高校も） 

●保育園増設   定員２５５人増やす       

●児童館整備 

・石内児童館新築・竹屋児童館建て替え 

・遊戯室エアコン整備 ２０２２年度設計２５館 工事２２館             

●民間放課後児童クラブ運営費（４２学区 ７７クラス・新規開設 石内北）                    

放課後児童クラブサービス向上策 

（各区１カ所モデル事業）夏休みのおやつ・弁当配送料負担） 

新 

開始時期 提供方式と中学校 

２０２２年 

９月 

二葉 大洲 宇品 矢野          ➡ デリバリー組合  

大塚                   ➡ 五日市センター 

２０２３年 

４月 

国泰寺 翠町 庚午 己斐 東原 高取北  ➡ デリバリー組合 

早稲田 楠那 己斐上 船越        ➡ 親子方式 

２０２３年 

９月 
温品 福木 井口台 長束         ➡ 親子方式  

２０２４年 

４月 

幟町 吉島 江波 戸坂 牛田 段原 仁保 

中広 観音 井口 古田 安西 瀬野川東 

２０２５年度中 
安佐 安佐南 城山北 白木 高陽 落合 

日浦 亀崎 三入 口田 広島中等教育 

➡ デリバリー組合 

➡ 可部センター 

※デリバリー組合 

現在デリバリー弁当を提供し
ている市学校給食事業協同組
合（中区）が、温かい給食も
提供。 

※五日市センター 

現在６校に提供している民設
民営のセンターが提供校を増
やす。 

※親子方式 

近隣の小学校の調理場から運
ぶ。 

※可部センター 

現在公設のセンターを安佐市
民病院跡地に民設民営で移
転、建て替える。 

新 

新 

デリバリー弁当を解消し全員喫食の温かい給食
食 缶 方 式

へ転換  新 

補正予算 保育・学童職員の賃金引上げ！ 

新 

５５２万円 

６８万円 

３８３万円 

新 

新 

新 

ＺＥＨーＭ（ゼッチマンション）建築補助 

（２０２３～２５年）（５～２５万円／戸１００戸）  

高効率断熱材使用や再生エネルギ―活用など温室効果ガス削減のための経費の補助 

●家庭用スマートエネルギー設備設置補助   ３万円／１台 

家庭から温室効果ガス削減を図るため家庭用燃料電池・蓄電池設置の経費を補助する 

新 

黒い雨被ばく者手帳交付 ５０００人見込む 

３０１３万円 

１１７５万円 

 

１２９７万円 

新 

新 

新 

６００万円 

 

 

１２９２万円 

１５０万円 

７２８４万円 

１５６３万円 


